
















温水器の使い始めや水抜き後に温水器を使いはじめる場合は、次の手順で操作してください。

方法が分からないときは、据付工事店（販売店）へご相談ください。

※イラストは代表例として、EH-03Rを示しています。EH-03Lとは各接続部などの向きや配置が異なります。

　また、イラストと現物は、若干異なる場合があります。
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排水がきれいになったら、　を行って、再びご使用ください。

排水がきれいになるまで　 と 　を繰り返します。

■排水せんを開けすぎると排水せんがはずれ、

　排水せん差し込み部から水が出てきます。

排水せん⑦を約２回転
開けます。

空気吸込みせん⑨を
約１回転開けます。

「１.清掃準備（温水器の排水）」の項（13ページ）にしたがって、
 温水器内の水の排水を行います。

「ご使用前の準備」の項（8ページ）にしたがって、温水器への給水を
 行います。

注意







温水器を長年にわたり安心して快適にご使用いただくためには、３年に１度専門技術者による定期点検（有料）を

行ってください。定期点検を怠ると、家屋や家財などの損害に結びつく場合があります。

定期点検整備は、温水器本体・機能部品・消耗部品などの点検・交換・清掃を行います。

逃し弁・減圧弁などは、設置条件・使用条件・特殊環境によっては劣化しやすい消耗部品であり、定期的な点検が

必要です。

長年にわたり（１０年程度）使用されている場合は、毎年「定期点検」をお受けください。

補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後７年です。長年使用されている場合、部品によってはご用意できない

場合がありますので、ご容赦願います。

定期点検整備のお申し込みやお問い合わせは、お買い求めの販売店にご連絡ください。

逃し弁の水漏れ確認、減圧弁の確認、電気部品（配線・導通）動作確認、

その他消耗部品の確認

逃し弁・減圧弁などは消耗部品です。水質などの使用環境や使用状況によっては、３年程度で劣化する場合も

あります。点検の結果、部品交換が必要な場合、部品交換に要する費用はお客様にご負担いただきます。

水質によっては、減圧弁のダイヤフラム（ゴム製）

の弁摺動部にスケールが付着したり、弁座シート

部が磨耗して水漏れの原因になりますので交換が

必要です。

○その他の消耗部品：ヒーター・パッキン類・ホース類・その他部品（ミキシングバルブ）

上記消耗部品の交換は当社の純正部品をご使用ください。
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▲

設置場所が濡れている。
お湯がぬるい。
お湯が熱い。
湯沸し中以外に逃し弁から
水が漏れる。
その他の異常・故障がある。

・
・
・
・

・

ご使用の際

このような症状は

ありませんか

ご使用

中止

故障や事故防止のため、電源

プラグを抜き、給水配管止水

せんを閉じてから販売店(据付

工事店)または、修理受付フリー

ダイヤルに点検・修理(有料)を

ご相談ください。

※ 長年ご使用の温水器の点検を！愛情点検

本社　〒536-8536 大阪市城東区鴫野東1丁目2番1号

17B-2

EH03 ﾄﾘｾﾂ
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